





Create an environment that bring about the independent activity of the child  
—The mutter of the child as a clue—
坪井敏純※・松元直美※※
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せられた楽しい「つぶやき」は、コミュニケーションのきっかけともなっている。事例に示した「つぶやき⑪と⑫」は、ま
さにそのような場面である。
松元（著者）はあらためて最後に、次のような感想を付け加えている。
「環境づくりが変化しただけでなく、保育士の心もちが変化した。子どもの感覚に目を、心を向けて、その世界を感じさ
せてもらうという、保育士の子どもを尊重する思いこそが子どもの最善の利益につながることを実感している。
子どもに寄り添い、つぶやきを聴くことで心動かされたこと、子どもから教えられたこと、見えてきたことがたくさん
あった。いま改めて子どもの素晴らしさを職員全員で感じている。
子どものつぶやきを保護者に伝えると、笑顔がほころぶ。家庭では見ることのできなかったわが子の姿を見ることができ
たように、愛おしさでいっぱいになった笑顔に会える。私たちは子どもたちが大好きな家族の愛を感じながら、また子ども
に向き合う。
ありがとうこどもたち！どんなに社会が変わっても子どもは変わらない。これからも私たちは子どもを尊重し、その声を
聴き、心を感じること、この想いをいつまでも持ち続けていたい。そうすることで子どもがありのままの姿で主体として輝
く保育が実現し、私たち「保育士」の仕事も楽しく充実し、子どもと共に在るこの人生が素晴らしいものとなることだろう。」
この研究は、子どもがもっと楽しく遊べる、生活できる環境を作りたいというところから始まっており、それは保育士た
ちの願いでもあるし、保育士の仕事の原点でもある。子どもと共にいるという保育士としてのやりがいを感じたいという気
持ちがこの研究を支えている。
しかしそこには「子どもの安全」との兼ね合いがジレンマとして立ちはだかっている。子どもの行動を禁止したり、制限
したりすることが子どものためだという発想と、逆に保育士の都合によって作った制約ではないだろうかという反省は、お
そらくどこの保育園でも迷い、悩みの種といえるかもしれない。
もちろんこの「安全」と「自由」は二者択一のものではないし、優先すべきものは「命の安全」であることは間違いない
が、問題は保育士の「過剰な安全」意識が、子どもの主体性の育成を抑制する結果を招いていないかという点にある。
清水保育園の実践は、安全性に配慮しながら、子どもの想いや願いを「つぶやき」から知ることで、それを保育に取り入
れたり、自然環境を中心に保育環境を見直して、子どもの主体性を育てたいという目的で始められたものである。誤解を恐
れずに言えば、その裏にあるものは、もっと楽しい保育がしたい、もっと子どもの笑顔を見たいという保育士の思いや願い
であった。
清水保育園の小さな園庭では自然環境を取り入れるといっても、限界があるが、そこには多くの工夫が行われている。松
元（著者）が言うように「子どもそのものが自然」であり、自然の持つ包容力、つまりどのような子どもでも関わりを生み
出し、応答してくれる、他のものには代えがたい力を自然は持っている。たとえ小さな園庭でも、保育にかかわる職員が自
然の大切さを認識し、子どもと一緒にかかわる姿勢があれば工夫次第で乗り越えられる部分は多いということをこの研究は
示している。
さらに保育室の環境にも取り組んでいる。自然を探索するための図鑑や本を取り出しやすくし、いつでも見られるように
している。実際、図鑑を小脇に抱えて走っている子どもを目撃したが、それを皆が囲んで見ているのである。当然、本はか
なり傷むことを覚悟しなければならない。
以前は戸外遊びの遊具も倉庫にしまわれて、子どもが自由に取り出すことはできなかったが、それを改善した。そして既
成のおもちゃではなく、家庭で実際に使われているような道具などを揃えることで、遊びが充実したものになっていく。
「つぶやき」を取り上げることで、保育士が子どもの声に心を傾け、聴くという姿勢を持つことで、子どもと保育士との
コミュニケーションが生まれ、関係性が深まっていく。そして子どものしたいことがわかり、それを実現するための環境や
保育士の援助を考えることが、子どもの主体性を育んでいくことにつながっているのである。
さらに「つぶやき」は保育士同士のコミュニケーションを促し、保育を語り合う関係をつくり、協働性を生み出すという
結果も見過ごすことができない重要な成果であろう。松元（著者）が最後に指摘しているように、「それこそが保育士の生
きがいや、やりがいを生み出す力」となっているのである。
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